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ュ・クマール氏によって書かれた “Methods for 
Community Participation: A Complete Guide for 
Practitioners”（2002）の翻訳であり，PRA の概
念とその起源，原則そして応用について整理され，











10 年以上にわたる PRA の実践経験に基づく本書
は，氏の経験からの実例や実用のための素材と使
い方が記されているが，読者に「創作の余地」を
多分に残し，参加型開発を実践する立場にある人
びと自身が現場において経験を通して独自のやり
方を創作することを奨励している。
　こうした開発途上国における参加型開発のアプ
ローチの理念と方法は，同時に日本における地元
学の方法論やまちづくりの手法とも重なり合うと
ころが大きい。PRA の場合には社会的排除が根
づく社会構造に取り組むという明確な目的と理念
をもっており，日本における地域開発，地域づく
りに PRA を応用する場合，その目的，理念をど
のように日本の社会状況に当てはめて考えること
ができるかが課題ではないだろうか。開発教育が
途上国の開発問題と先進国の責任という構造的な
理解を促すための学習活動に取り組むなかで，近
年日本の地域開発，地域課題に取り組む視点を育
んできたのも，途上国における参加型による社会
づくりが，自分たちの社会にこそ必要だというこ
とに気づいたからであろう。そのような意味にお
いても本書は私たち日本の社会を映し出す鏡の役
割を果たしうる貴重な書であるといえる。
